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大豆イソフラボン
「AglyMax-30」



「大豆イソフラボン」って何？ ０２

大豆イソフラボンは、大豆に含まれるポリフェノールのひとつです。

ポリフェノールは、植物に含まれる色素や苦味の成分で、抗酸化作用、血液サラサラ作用

などがあり、老化の進行を抑制し、動脈硬化や糖尿病、がんなどの予防に役立つと

言われています。

そして、大豆イソフラボンは、女性ホルモン「エストロゲン」と分子構造が似ており、

女性ホルモンと似た働きをすることが期待される機能性成分です。
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そのため、女性ホルモンが急激に減少する「更年期症状」の緩和や、

更年期以降の「女性の美と健康のサポート役」として期待されています。



「大豆イソフラボン」の機能性について ０３

さまざまな機能性を有し、幅広い世代に貢献できる「大豆イソフラボン」ですが、

一番認知されているのは、前述のとおり更年期・閉経後の女性サポートです。



機能性について～中高年女性の美と健康をサポート～ ０４

この60年、女性の平均寿命は延びましたが、現代も昔も女性の閉経平均年齢は
変わりません。それはどういう事を意味するのでしょうか？

つい、60年ほど前までは、閉経という女性としてのイベントは「動物的役割」の終焉であり、
その何年後には寿命が訪れるというライフスタイルでした。

閉経時期が人生の折り返し地点となったのは、
人類の進化の過程からみれば、ほんの
一瞬前の事です。
つまり、現代をいきる女性は、閉経後、
女性ホルモンに代わって、自分で美と
健康をサポートしていく機能が備わっていません。

そこで、積極的に外部から女性ホルモンに代わる
「サポート役」を摂取することが、素敵なアクティブシニアと
して人生を謳歌するためにも必要なのです。

折り返し地点以降、給水（ホルモンサポート）しながら走るか、無しで走るかでは

ゴールテープを切るときの健康状況は大きく異なります。



「大豆イソフラボン」は大別すると2種類 ０５

大豆イソフラボンは、大別すると、「グリコシド型（配糖体）」と「アグリコン型（非配糖体）」の
２種類に分類されます。

・分子量が大きく、このままでは体内に吸収
されない。小腸で腸内細菌に「糖」が分解
されて、はじめて体内に吸収されます。

・低分子であるため、そのままの状態で
体内に吸収されます。

・「グリコシド型」と比較し、吸収性が
優れていることが報告されています。
（約3倍）
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「大豆イソフラボン」は大別すると2種類（２） ０６



大豆食品に含まれる「イソフラボン」はどちら？ ０７

・大豆の中に通常含まれる「大豆イソフラボン」は、ほとんどが「グリコシド型」であり、
麹菌発酵を行っていない、納豆、豆乳、豆腐などの大豆食品は「グリコシド型」の比率が
高いです。

・近年、大豆イソフラボンの骨粗鬆症・更年期症状に対する効果として、様々な媒体で
大豆食品（大豆イソフラボン）が取り上げられていますが、大豆食品では「大豆イソフ
ラボン」を効率よく摂取できていないのが現状です。

味噌は麹菌発酵のため、
「アグリコン比率」が高い。
同じ発酵食品でも納豆（納豆菌に
よる発酵）は、殆どが「グリコシド型」
として存在しています。



大豆イソフラボン「AglyMax-30」について ０８



「AglyMax-30」の開発ストーリー ０９

ニチモウの歴史は明治43年、トロール網の製造に幕を開けます。

それ以来、海洋事業として魚網・漁具、船舶機器、船用品、養殖資材等の商品の提供
や、さまざまな水産物の輸入および、それらの食品原料 および養殖魚介類を素材と
した加工食品の開発・製造・販売などを行っております。

その事業の過程において、大豆イソフラボン＜アグリコン型＞の研究は始まりました。

養殖業における資源の問題を解決するため、植物性

たんぱく質「大豆」を魚の餌として採用。研究に着手。

日米欧で特許取得
※特許No.3,014,145号

研究過程で、大豆に含まれる有効成分「イソフラボン」の機能性に注目。
大豆イソフラボンの中でも、分子量が小さく、 人体に吸収されやすい
「アグリコン型」にこだわり、研究を継続。



「大豆イソフラボン」原料の中での位置づけ １０

※1



※１：「部位」から見るイソフラボンの特徴 １１

大豆イソフラボンは、「グリコシド型」と「アグリコン型」に大別されます。
代表的な3つのイソフラボンにより組成されていますが、使用部位（胚芽、ＢＯＤＹ）に
より、その組成比率が異なります。

ダイゼイン（ダイジン）は、胚芽に
多く含まれます。

ゲニステイン（ゲニスチン）は、大豆
の身の部分（BODY)に多く含まれま
す。

これらのイソフラボンは、それぞれ
異なる性質、機能性を有しています。

つまり、大豆イソフラボン原料は
『使用部位』と『糖の有無』により
大きく特徴が異なります。



独自の麹菌発酵技術により誕生したイソフラボン １２

■ 厳選したnon-GMO大豆胚芽を独自の「麹菌発酵技術」によりアグリコン型化。

⇒吸収性が向上する（グリコシド型の約３倍）

■ 大豆胚芽のみを使用することで、組成比率がダイゼイン約７０％すなわち
「ダイゼインリッチなイソフラボンになっています。
⇒ダイゼインを豊富に含むことで、抗酸化力（ＳＯＤ様活性）が他のイソフラボンの
約１，０００倍を実現しています。



豊富なエビデンス １３

■ ハーバード大学を始め、国内外の研究・医療機関と
共同研究を行い、医学的根拠の蓄積を行ってきました。

⇒ 多くのお取引先様より、「エビデンスの量・質ともに健康食品原料の中でも
トップクラス」とのお声を頂戴しております。



専門家も高く評価する大豆イソフラボン １４

■ AglyMaxは原料販売の他に、１０年にわたり、医家向けや
漢方相談薬局向けに配合商品を販売。

■ ドクターや薬剤師などの専門家から高い評価を得ています。

医家ルート専売品
「Dr.AglyMax-S」

漢方相談薬局ルート専売品
「ファイトロゲン」



ここまでのまとめ １５

■ 大豆イソフラボンには、「グリコシド型」と「アグリコン型」があり
大豆食品のほとんどは、グリコシド型。
⇒豆乳、きな粉を食べているので、イソフラボンは十分摂れて
いると思われているお客様が多い。

■ 配合されている大豆イソフラボン「AglyMax-30」は、麹菌発酵
技術により「アグリコン型」の大豆イソフラボン。

■ 他の大豆イソフラボンに比べ、抗酸化力（ＳＯＤ様活性）が
約1,000倍。 大豆胚芽（ダイゼイン多い）を麹菌発酵させる
ことがポイント。（ニチモウが製法特許取得。）

■ 専門家にも評価されているエビデンス（医学的根拠）が豊富な
大豆イソフラボン原料。



（1）抗老化ホルモン（ＤＨＥＡ-S）の産生促進 １６

更年期障害女性に対するＨＲＴ代替療法としての
発酵大豆胚芽抽出物（アグリコン・イソフラボン）の投与と

その作用機序の一考察

佐藤 芳昭

武部 実

潘 偉軍

ソフィア レディス クリニック

ニチモウ株式会社

ハーバード大医学部BIDMC

第4回 日本抗加齢医学会総会 （2004年6月）



簡略更年期指数 SMIについて

ＳＭＩが５１点以上の場合には、更年期・閉経
外来において、カウンセリング、
生活指導、薬物療法を受けることの
対象になります。

更年期障害は、現れる症状に個人差が
大きいのが特徴です。

ＳＭＩを採点することで、更年期の症状の
「強さ」を測ることができます。

（1）抗老化ホルモン（ＤＨＥＡ-S）の産生促進 １７
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【試験概要】

対象：更年期障害を訴える患者40名

投与量：ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝｱｸﾞﾘｺﾝ20～40mg/日

期間：8週間以上

【効果判定】

◎治療前68±20ポイントが、治療後40±12

ポイントと、明らかに低下

◎症状がよく改善したのは、易労感、不眠
※P＜0.01

*

ＡｇｌｙＭａｘ投与による、ＳＭＩ簡略更年期指数における
総合的治療の効果判定

（1）抗老化ホルモン（ＤＨＥＡ-S）の産生促進 １８



ＡｇｌｙＭａｘ投与による基礎ホルモン値変化

ホルモン 治療前 ８～12週以後

卵胞刺激ホルモンFSH

（mIU/mL）
31.3±18.5 33.5±20.5 ※

黄体形成ホルモンLH

（mIU/mL）
44.1±20.2 43.0±22.5 ※

エストラジオール

E２（pg/mL）
18.0±11.3 20.0±13.0 ※

DHEA－S（ng/mL）

副腎皮質で産生
890±112 2430±210 ※※

※N.S. ※※P＜0.01

（1）抗老化ホルモン（ＤＨＥＡ-S）の産生促進 １９



■ 主に副腎皮質で作られる、男性ホルモンや女性ホルモンの前駆体です。
■ ヒトの老化の代表的な指標とされており、アンチエイジングホルモンと呼ばれています。
■ 女性ホルモン減少後の「美と健康」のサポート役として年々、注目度が上がっています。

DHEA-S
⇒免疫賦活作用

⇒抗骨粗鬆症作用

⇒抗肥満作用

⇒抗動脈硬化

⇒抗腫瘍作用

⇒中枢神経系への作用

⇒抗糖尿病作用

ＤＨＥＡ-Ｓとは？

ＤＨＥＡ-Ｓの様々な生物作用

（1）抗老化ホルモン（ＤＨＥＡ-S）の産生促進 ２０
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加齢に伴うDHEA-Sの変動



（２）高い活性酸素消去能力と抗酸化能の向上 ２１

ダイゼインリッチなイソフラボンアグリコンの摂取が
中高年女性の更年期症状および酸化ストレスに及ぼす影響

日本女性医学学会雑誌 第20号 第1号

※ＤＲＩ＝ダイゼインリッチなイソフラボンアグリコン
※今回はテーマに沿い、抗酸化に関する箇所のみご紹介いたします。



（２）高い活性酸素消去能力と抗酸化能の向上 ２２

【試験概要】

対象：中高年女性28名 ※１） 飲用量：毎朝食後にＤＲＩを40mg 8週間摂取

DRIが中高年女性の酸化ストレスにおよぼす影響

【確認】

１、酸化ストレス度（d-ROM値）の変化

２、抗酸化力（BAP値）の変化

３、抗酸化能（抗酸化力/酸化ストレス度：修正BAP/d-ROM比）の変化



（２）高い活性酸素消去能力と抗酸化能の向上 ２３

□ DRI摂取前

■ DRI摂取8週間後

d-ROM値（酸化ストレス度）

401U.CARR以上の割合が有意に低下 「前18/28名（64.3%）」→「後4/28名（14.3%）」



（２）高い活性酸素消去能力と抗酸化能の向上 ２４

□ DRI摂取前

■ DRI摂取8週間後

BAP値（抗酸化力）
2200μmol/ℓ以上の割合が有意に増加 前5/28名（17.9%）」→「後22/28名（78.6%）」



（2）高い活性酸素消去能力と抗酸化能の向上 ２５

修正BAP/d-ROM比（抗酸化能）

比が１以上であった割合が増加「前2/28名(7.1%）」→「後16/28名（57.1%）」


